
弘治2 1556 9月10日　坂本において連歌百韻<23> (晴元・紹巴) ←このころ近江朽木谷にて連歌集の書写に励む　藤孝<23>

永禄3 1560 11月9日　何舟連歌百韻(紹巴)

永禄5 1562 1月3日　北野裏白何舟連歌百韻(紹巴)

永禄6 1563 2月25日　細川氏綱の淀城連歌千句(紹巴)
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11月12日　何□連歌百韻(紹巴・光秀)

11月15日　何路連歌百韻(紹巴・光秀)

永禄12 1569 8月7日　勝龍寺初何連歌百韻

永禄13 1570 2月5日　石清水法楽連歌(義昭・実澄・道澄)

元亀2 1571 1月18日　大覚寺殿和漢聯句(紹巴・言経)

2月5日～　大原野千句(紹巴・実澄・道澄・宗及)

元亀3 1572 9月18日　兼見、勝龍寺城を訪れ滞留

9月　勝龍寺城にて紹巴の源氏講釈(通勝聴聞)

9月28日　醍醐にて何人連歌百韻(紹巴)

12月6日　三条西実澄<62>に古今伝授の誓状<39>

元亀4 1573 1月9日　嵯峨大覚寺千句(紹巴・宗及)

6月5日　勝龍寺城天主で紹巴と両吟連歌

6月6日　紹巴が橋本高好(等安)へ書状を出す

天正元 〃 9～10月　西岡各所に「長岡藤孝」の安堵状<40>

天正2 1574 2月　多聞山城に留守当番として入城

2月21～　多聞山城にて古今伝授の講釈

3月7～9日　春日社西屋に於て講釈修了

6月17・18日　勝龍寺城天主に於て切紙伝授

6月23日　賦花何連歌(紹巴・宗及)

7月4日　何人連歌百韻(紹巴・光秀)

11月2日　山河連歌百韻(紹巴・光秀・宗及)

天正3 1575 10月　物集女疎入を勝龍寺城にて殺害

12月18日　兼見、勝龍寺「沼田弥七郎」宅にて面会

天正4 1576 4月～7月　大坂本願寺攻めに参陣

10月12日　三条西実枝から伝授証明状

10月27日　兼見、古今伝授日本書紀の注解を持参

天正5 1577 4月8日「亀山惟任日向守城初興行連歌」に出座

10月1～10日　松永久秀を討つ

12月11日　勝龍寺城新造御殿にて連歌興行

天正6 1578 正月朔日　安土城にて越年試筆

6月3日　播州刀田山鶴林寺の陣にて一座

10月10日　兼見、勝龍寺城にて囲碁

(勝龍寺城－吉田・京－坂本－安土－戦場を往来)
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天正7 1579 1月16日　藤孝所持の定家色紙開連歌(紹巴) 1月8日　誠仁親王の第六皇子として誕生

6月18日　三条西公国へ古今伝授を開始

天正8　 1580 8月4日　信長より丹後国を与えられ下向

天正9 1581 1月16日　坂本城にて光秀興行の連歌に出座

3月16日　何人連歌(紹巴・等安・宗及)

4月12日　天の橋立にて連歌(紹巴・光秀・宗及)

天正10 1582 正月5日　何船連歌(紹巴・宗及)

正月9日　連歌百韻(紹巴・光秀・利三・宗及)

2月18日　山河百韻(由己・貞徳)

7月15日　信長追悼懐旧連歌(紹巴・宗及)

天正12 1584 8月23日　宮津宗堅邸にて連歌(等安・宗及)

天正14 1586 4月1日　秀吉より勝龍寺・神足等在京料3000石 豊臣秀吉の猶子となる<8>

(丹後ー勝龍寺城－吉田・京－戦場を往来)

天正15 1587 3月晦日　聖護院に於て連歌(紹巴・玄以)

5月3日　九州征伐参陣の途次、温泉津にて一座

6月8日　利休へ関白御成りにて一座

10月19日　幽斎へ関白御成りにて一座

天正16 1589 3月11日　玉阿連歌(紹巴・玄以・由己)

天正17 1589 12月　八条宮家創設(秀吉に鶴松が誕生したため)

天正18 1590 12月　母と共に新御殿へ移徒　翌年、親王宣下<12>

天正20 1592 名護屋に向かう　12月改元

文禄4 1595

文禄5 1596

慶長2 1597

8月8日　何道連歌(紹巴・徳善院)

慶長3 1598

慶長5 1600

慶長6 1601

慶長7 1602 8月14日　智仁が「古今伝授座敷模様」を写す 11月2日　「古今和歌集聞書」清書本に幽斎が加判

慶長8 1603

慶長14 1609

慶長15 1610

8月20日、京都三条車屋邸にて死去<77>　　  　　　　　追悼歌「ならひとは思いなされぬ歎かな さらぬ別れの定あるとも」

元和5 1619 12月6日　智忠親王誕生

元和6 1620 このころから下桂の御茶屋造営を開始

寛永2 1625 12月14日　智仁親王から後水尾天皇<30>に伝授修了

寛永6 1629 4月7日　八条宮邸にて死去<51>

10月2日、智仁親王へ初めて「詠歌大概(藤原定家の歌論書)」を講釈する

8月上旬、智仁親王に「源氏物語三箇之大事」を伝授する

　　　　　　　幽斎<67>　 3月19日　智仁親王へ古今伝授を開始　智仁親王<22>

6月1日　智仁親王御殿での御会に参加　　6月3日中院通勝の「岷江入楚」が完成　　

　　　　　　　　2月15・21日　智仁親王に「伊勢物語」を講釈、5月21日何木百韻連歌(智仁・道澄)

京に戻った幽斎が、智仁親へ古今伝授を再開　　11月23日　八条殿にて連歌

6月15日　智仁親王らと青何百韻連歌

5月29日　出陣用意のため帰国　　　7月27日　田辺城が攻撃される

1月22日　八条殿御会始めに参上(也足軒・時慶)　　2月28日兼見宅にて歌会(智仁・光広)

幽斎、八条宮を訪問。智仁親王が幽斎のようすを「老耄之躰」と記す。

7月29日　「古今相伝の箱」と古今伝授証明状を智仁親王に授ける　9月12日　田辺城を開城

慶長７年～　御所の拡張に伴い屋敷地移転(八条宮新邸が今出川御門前に完成)


